










1. 1. 1.テユー ビンゲン期及びベルン期のヘーゲル
 
1. 1.2.フランクフル ト期のヘーゲル 
1. 1.3.愛と ｢死せるもの｣ 














































トンとソフィス ト)､(2)中世における神の国と国家 (アウグスティヌスとトマス ･アクイナス)､ 
(3)近世思想における自然法論と自然法論批判､(4)近代哲学の終蔦と国家の限界 (--ゲル歴
史哲学)､(5)思想における｢政治的なもの｣(--ゲルからニーチェを通じてカール ･シュミット 
-)､(6)現代思想の挑戦-我々にとっての ｢法｣と ｢その外部｣(ハーバーマス､フランクフル ト
学派､ロールズ､バーリン､ジョン ･グレイ､ローティー､デリダ､リチャー ド･コノリー､チャ 
l この点については下記参照｡
竹島あゆみ､--ゲル法哲学のアクチュアリテ- トー 『法の哲学要綱』(1820)と第一回括哲学雅義録 (1817/18)､
ヘーゲル哲学研究 第 8号､20020
竹島あゆみ､復古のもとでの立窟主義- --ゲル法哲学弼裁 (ベルリン 一八一九/二〇年)の二つの純義錬 
- ､近世哲学研究 第 9号､2002｡ 
2この点については以下を参照｡竹島あゆみ､自由というアポリア一一一ヘーゲル『法の哲学安納Jとリベラリズ
























も､さらにフランクフル ト期 (1797-1800)においてはカン ト哲学における｢道徳法則｣さえもその
ように捉えられていた｡本節ではこの時期のテクストを検討 し､諸断片も含め読み直すことにより､
この時期には｢佐｣と｢法の外部｣の対立面が強調されていることを示 したい｡ 





に代わる民族宗教である｡ --ゲルによれば同時代のキリス ト教は､イエスの教えから遠く隔たり､ 
27 
































を自分の現存の外に置き､いわば他者の中で生き､感 じ､はたらく｡ - 愛は理性と似たものを持






























そして ｢法｣の欠陥を超克する原理とは､ここでもやはり ｢法の外部｣に立つものとしての ｢愛｣ 
この点については下記を参照｡ 















































4 9/89 9年 (改稿).これについては以下を参照した｡ 
Yol t trauertut tge'rekclhce一tn .f Fturer ragk
lF lges ra
He me We mZwe ednl Ml el Dde nCh hPOltrS
9louveronB7,JD1e,
ldu

























































































































He GW F mmeeWe e lnV gmltdrDe nF me
HrgvnR We all nAk mled Wiss Hamb
He




















ZnelnZWa gB nTh eWe eR













F He ･ Du rj urr




























dMa Pt Bd Ha










G W FHe DMP
法とその外部 ･1---ゲルにおける｢法｣と｢その外部｣- 竹島 あゆみ 
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